
世帯数
　男
　女
総人口

８４５戸
８９１人
９２３人

１，８１４人

令和５年４月1日現在

御柱大祭御柱大祭
４月29日（土）に入山辺地区最大行事の御柱祭が４月29日（土）に入山辺地区最大行事の御柱祭が
３カ所の神社で行われ、いずれの御柱も見事建立されました。３カ所の神社で行われ、いずれの御柱も見事建立されました。

橋倉諏訪神社橋倉諏訪神社

宮原神社宮原神社

大和合神社大和合神社

祝祝
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こ
の
た
び
、
入
山
辺
公
民
館
へ

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
皆

様
と
一
緒
に
明
る
く
、
楽
し
い
入

山
辺
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
朝
、
自
転

車
で
通
勤
を
し
な
が
ら
豊
か
な
自

然
を
感
じ
、
行
き
交
う
方
と
ご
挨

拶
を
す
る
こ
と
が
皆
様
と
触
れ
合

う
一
歩
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
、
入
山
辺
を
盛

り
あ
げ
て
い
け
る
よ
う
、
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
入
山

辺
地
区
担
当
保
健
師
と
な
り
ま
し

た
、
力
石
萌
と
申
し
ま
す
。
入
山

辺
の
皆
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
一
緒
に
健
康

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
新

規
採
用
で
保
健
師
と
な
り
、
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

町 
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連 
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防
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防
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会
長

人
権
啓
発
推
進
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議
会
長	

・
木
下
誠
一
郎

入
山
辺
記
念
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協
議
会
長	

・
内
城　

伸
一

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
大
輪　
　

豊

農
振
推
進
協
議
会
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・
小
笠
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寛

松
本
市
農
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委
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武
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茂
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松
本
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
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・
中
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千
尋

防
災
部
会
長　
　
　

	

・
小
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公
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防
災
福
祉
女
性
部
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新
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尚
美

衛
生
協
議
会
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村
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義
彦

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	
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朝
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睦
水

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
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・
新
井　
　

登

福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

	

・
矢
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裕
子

	

・
原
山
久
美
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
村
田
佳
代
子

入
山
辺
公
民
館
長	

・
小
笠
原
鉄
夫

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
朝
倉　

康
直

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
大
輪　

長
美

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
百
瀬　

清
子

ス
ポ
ー
ツ
協
会
長	

・
百
瀬　

彰
彦

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
古
田　

政
美

消
防
団
第
十
八
分
団
長	

・
百
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昌
幸

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
遠
山　

重
治

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

・
岡
庭　

峰
子

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
久
保
田
由
貴

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
原
田
真
由
美

町
会
長

　

橋
倉	

・
赤
廣　

伴
夫

　

南
方	

・
小
笠
原　

寛

　

西
桐
原	

・
髙
野　

弘
文

　

東
桐
原	

・
木
下
誠
一
郎

　

舟
付
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宮
原	
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村
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衛

　

北
入
中
部	

・
松
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久

　

千
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三
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／
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内
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上
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大
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／
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朝
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睦
水

　

大
仏
／
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の
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・
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忠
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大
和
合
／
牛
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・
羽
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秀
樹

　

三
城	

・
永
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保
男

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉	

・
宮
坂　

幸
弘

　

南
方	

・
百
瀬　

雄
二

　

西
桐
原	

・
大
輪　

安
實

　

東
桐
原	

・
工
藤　

隆
文

　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

英
夫

　

北
入
中
部	

・
百
瀬　

秀
樹

　

千
手
／
駒
越	

・
新
井　

勝
壽

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
村
上　

富
雄

　

上
手
町	

・
大
輪　

長
美

　

原
／
厩
所	

・
飯
ヶ
濱
宗
市

　

大
仏
／
一
の
海	

・
柳
澤　

憲
一

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

秀
之

　

三
城	

・
永
井　

保
男

民
生
・
児
童
委
員

　

橋
倉
／
南
方	

・
武
井　

久
枝

　

西
桐
原	

・
滝
沢　

雅
敬

　

東
桐
原	

・
臼
山　

洋
子

　

舟
付
／
宮
原	

・
伊
藤
佳
代
子

　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
三
ツ
山
栄
勇

　
三
反
田
／ 

奈
良
尾
／
上
手
町	

・
斉
藤　

高
子

　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

康
直

　

大
和
合
／
牛
立	

・
沢
渡　

里
美

　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員	

・
木
下　

幸
子

入
山
辺
公
民
館

主
事　

斉
川
　
史
徳

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー

入
山
辺
地
区

　
担
当
保
健
師

　
　
力
石
　
萌

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

役
員
紹
介

役
員
紹
介

令
和
５
年
度 

役
員
紹
介

人
　
事
　
往
　
来

◎
５
月
28
日（
日
）

　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
７
月
15
日（
土
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
地
区
外
）

◎
７
月
29
日（
土
）

　

第
33
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
８
月
31
日（
木
）～
９
月
２
日（
土
）

　

第
６
回
通
学
合
宿

◎
10
月
８
日（
日
）

　

第
66
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎
10
月
15
日（
日
）

　

第
91
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
10
月
29
日（
日
）

　

第
40
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

◎
11
月
５
日（
日
）

　

第
45
回
入
山
辺
地
区
文
化
祭　

　
（
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

 

大
会
同
時
開
催
）

※
変
更
・
中
止
に
な
る
可
能
性
が

　

あ
り
ま
す

入
山
辺
公
民
館

入
山
辺
公
民
館

　　
主
要
事
業
に
つ
い
て

主
要
事
業
に
つ
い
て

　

入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
前
セ
ン
タ
ー
長
の
村
田
誠
司

さ
ん
は
白
板
地
区
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
入
山
辺
公
民
館
前
担
当
、

吉
田
将
大
さ
ん
は
農
政
課
へ
異
動

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

入
山
辺
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長

　
柏
原
せ
つ
子

令和５年度令和５年度

　

こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
で

入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

雄
大
な
美
ヶ
原
を
仰
ぎ
、
眼
下

に
松
本
市
街
地
、
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
を
望
み
、史
跡
や
伝
統
行
事
、

果
樹
栽
培
等
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
も
の
が
豊
富
な
入
山
辺
は
、

魅
力
多
き
地
区
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

入
山
辺
地
区
で
は
、
人
口
減
少

や
荒
廃
農
地
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
地
区
の
課
題
解
決
に

向
け
て
少
し
で
も
前
進
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
入
山
辺
地

区
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
活

力
あ
る
地
区
と
な
る
よ
う
住
民
皆

様
と
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

松 本 市 公 民 館 報 第452号④【入山辺版】2023（令和５）年　5　月　30　日（火）


